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・既存井⼾端

・商店街

・備蓄倉庫
・飲⾷
・店舗
・⾝障者トイレ

・倉庫
・事務所

前⾯道路の渋滞を緩和する
滞留アプローチ

・バックヤード

にぎわい参道
つけかえ道路(幅6m)

・⽔⽥ひろば

・搬⼊⼝

・バックヤード

・親⽔ステージ

・24hトイレ
・⾝障者トイレ
・休憩ラウンジ
・授乳室

大屋根ひろば

・駐⾞場
 合計115台

・庇通
路

・シャワー
・トイレ
・授乳室

・飲⾷販売
 商店街 ・飲⾷

・店舗

・多⽬的スペース
・調理実習室

・情報発信広場
・災害⽀援広場
・物産市場
・イベントスペース

・情報発信
 ブース

海⾵

・ホタルの川

・⽔⽥ひろば

⾼床の「⼤屋根ひろば」
からは⽔⽥や集落の屋根越
しに瀬⼾内の海が望めます

遮⾳・遮光フェンス

・屋根付き⾝障者駐⾞場(4)
・EV⾞充電スタンド(1)
・ソーラーパネル

参考：北海道⼤学農研機構HP

⽔⽥は⽇中の気温上昇を緩和さ
せる効果があります。また、⽔
⽥上に形成される低い気温は、
⾵による輸送によって、周辺の
⼟地利⽤上の空気を冷却します。

産業・交流・情報発信の拠点となり、誰もが快適に利⽤し買い物等
を楽しむことができます。また「⽔⽥ひろば」「親⽔ステージ」と
つながり地域住⺠と⼀緒に⽥植えイベントや秋の収穫祭 、⼤漁祭り
（漁業体験、⿂⾷体験）、演奏会など、⼤屋根の下が様々な季節
ごとの地域密着型・全天候型のイベントスペースとなります。

駐⾞場台数（仮）：計115台
(管理12台、EV⾞1台、⾝障者4台含む)

● 構造計画 

● 環境デザイン

夏の⾵配図 6-8⽉／9-16時

● 大屋根デザイン 

「三本の道」
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様式８本施設整備に対する考え⽅（商号⼜は名称：三分⼀博志建築設計事務所）

海洋資源の『にぎわい参道』と
水田に浮かぶ『大屋根ひろば』

夏場の舗装駐⾞場の表⾯は６０℃を超え、背の低い⼦供や⾞椅⼦
の⽅には危険なエリアです。⼀⽅⽥んぼの⽔は２０℃台です。南
側のエリアは⽔⽥の上を流れる涼しい海⾵が施設を抜け 、⼈にも
地球にも優しいエリアとなります。「⽔⽥ひろば」やホタルの川
井⼾端は「⼤屋根ひろば」と⼀体に⽔⽥ワークショップなどを⾏
い、地域の⼈々や⼦供と「共に管理する」学びと遊びの広場とな
ります。敷地の⽔⽥を残すことは、同時に造成コストの削減に寄
与し、液状化対策、⾬⽔排⽔対策や耐震対策など災害対策仕様へ
のコスト分配が可能となります。
 敷地全域が、「⼈と地球へ安⼼を届ける場」となります。

人と地球へ未来の『安心』を届ける外構計画

大屋根ひろば（多目的広場）

「大屋根ひろば」へとつながる「にぎわい参道」

浅草・仲見世通り

２４時間清潔感のある、『休憩ラウンジ付きトイレ』を提案します。
トイレは２４時間使いやすくバリアフリーで明るく安⼼が求められる
⼀⽅で、近隣には夜間に光害・騒⾳をもたらします。そのため配置は、
集落から遠く、⼈⽬につきやすい交差点に近い、敷地北⻄とします。

24時間「安心」と「近隣配慮」の休憩機能

「にぎわい参道」と
「⼤屋根ひろば」は、
海産物や農産物でにぎ
わう商店街、町⺠会館
のような多⽬的スペー
ス情報発信ブースや事
務所搬⼊倉庫等、施設
全体と連携することで

a. b.

c.

‒ あいおのシンボル ‒

「⼤屋根ひろば」は多⽬的スペース(⼀時避難所等)・備
蓄倉庫・シャワー・トイレ・授乳室等と全てバリアフリ
ーでつながり、地域防災拠点の中⼼として機能します。

敷地中央に「にぎわい参道」と「⼤屋根ひろば(多⽬的広場)」を設け 、各室か
ら直接アプローチできる、バリアフリーで全天候型の利⽤・管理し易い施設構
成です。災害時にも、通常時にも地域内外の⼈々を迎え⼊れる 、あいおのシン
ボルとなります。

● 産業・交流・情報発信機能

● 防災機能

「⽑利三本の⽮」
に因み造成駐⾞
場エリアと⼤屋
根ひろばの間に
『三本の道』を
設けます。

施設を支える
『三本の道』

ひろば」まで直接侵⼊可能です。
東⻄両道からは、備蓄倉庫、⼀時
避難所(多⽬的スペース)、シャワ
ー、事務所へアクセスできます。
 ソーラーパネル、予備電源を備
えた本施設は、三本の道をフレキ
シブルに活⽤し、⼀時避難と業務
継続が可能になります。

中央：にぎわい参道
東西：バックヤード

三本の道すべ
てが束となり
災害⽀援道路
となります。
中央は配給⾞
や緊急⽀援⾞
両が「⼤屋根

大屋根ひろば

駐車場

災害支援道路
業務継続
エリア

一時避難
エリア

d.

「秋の穂の満つる郷」
道の駅

山口市の方針である「個性」と「安心」の地域づくりをテーマとし、地域内外のあらゆる世代が安心して気軽に立ち寄れる賑わいあふれる
施設をつくります。「あいおの個性」を大切にしながら、防災や休憩、情報発信の機能も満たす『大屋根にぎわい地域拠点』です。

山 田園集落 海

多目的スペースと「大屋根ひろば」

● 通常時

● 災害避難時

休憩ラウンジ外観

水田ひろばと大屋根

円滑で柔軟な運営

あいおの海辺の集落には未
だ昔ながらの茅葺⺠家が点
在します。⽔⽥に浮かぶ、
茅葺を模した⼤屋根です。

⽔⽥の上を流れる
海⾵や既存井⼾⽔を
利⽤して夏場の空調
負荷を低減させます。

⼤地震を想定した耐震性を
確保します。⼭⼝市ゆかり
の重源の⽊造⼯法なども⽤
い、地域らしい構造デザイ
ンも取り⼊れます。

‒動線計画‒

「⽀える」道となります。

業務継続も可能

‒ 近隣配慮の計画（遮音・遮光・風・日照）‒

‒ 水田の気象緩和効果 ‒

⽔⽥を残すことで、現状の⽇照や視線・⾵を確保します。
敷地北東の境界は、市道中条線へのつけかえ道路(6m)を設けバッ
ファーゾーンとし、さらに遮⾳・遮光フェンスの設置が可能です。

商店街の中央が
「にぎわい参道」
東⻄の⼆本が、
「バックヤード
エリア」として、
駐⾞機能や搬⼊
動線を担い、
施設運営全体を


